
現状

問題点、課題

施策の策定にあたっての
考え方

　高齢者保健福祉の推進に当たり、各計画期間について、主要施策
ごとに取り組んでいる事業ごとに評価指標を定め、毎年度、評価を
行い、見えてきた課題について改善を検討しています。
　また、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」や「在宅介護実態調
査」を実施し、地域の抱える課題や要介護状態の高齢者の日頃の生
活状況等について把握・分析し、次期計画の有効な介護サービスの
提供体制等の課題について検討しています。
　国の基本方針や見えてきた地域の課題を本計画に反映させ、本市
の地域包括ケアシステムの深化に資する計画となるように策定しま
す。

案件名：伊万里市第７次高齢者福祉計画及び第１０期介護保険事業計画（骨子案）

（様式第4号）

　本計画は、３年ごとに行われる国の介護保険に係る制度改正に合
わせて、計画の見直しを行うものです。
　高齢者保健福祉を総合的・計画的に推進するために、老人福祉法
第２０条の８に基づく「老人福祉計画」及び介護保険法第１１７条に基
づく「介護保険事業計画」を一体的に策定し、伊万里市の介護保険
事業の基本理念、基本方針を達成するため、主要施策ごとに事業を
整理し、体系的に計画を策定し、各事業を推進しています。

　今後、１５歳から６４歳までの生産年齢人口が急速に減少し、７５歳
以上の後期高齢者人口が増加していくことが見込まれる中、高齢者
一人ひとりの健康の維持・増進、社会参加や介護予防の推進及び
地域包括ケアシステムの深化を推進していくとともに、介護ニーズの
増大と介護人材の確保を両立させ、持続可能な介護保険制度の運
営を行っていくことが重要です。
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